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＜連絡事項＞

· 本日より３日間救急当番日となっています。隔離が必要であれば砂葉様を９→１１号室へ、坂本様を１１→１５号室へ移し９号室を使用、個室が必要であれば坂本様を１１→１５号室へ移し１１号室を使用して下さい。

· 伝票、サインの処理は確実に、その日のうちに実施・処理して下さい。

· Aユニットの救急カートに酸素ボンベがなかった為、Bユニットの小さい酸素ボンベをAユニットへ移しています。Bユニットへは南病棟の倉庫から持ってきてセットしています。

· 柿田　隆三様～本日午前、療養環境変更の為南病棟CDユニットへ移棟しています。

· 中村　治彦様～本日午後、療養環境変更の為南病棟CDユニットへ移棟予定です。

· 川村　つゑ様～明日、療養環境変更の為南病棟Aユニットへ移棟予定です。

· 来週の歯科は、Dｒ学会出席の為１１日（木）となります。

佐々木　尚子様、駒木　学様、本日で歯科終了です。

＜安ヶ平Dｒ患者様連絡事項＞

· 袴田　英司様～日中臥床傾向見られています。御家族より、日中起きていてもらいた　　

いとの希望あり、作業導入検討していくこととなりました。作業スタッフへは連絡済。来週見学し、正式に導入していく予定です。

· 石塚　文明様～日赤病院より処方されていたエンシュアリキッドＨが本日で無くなる

為、当院処方のエンシュアリキッド（２－２－２）へと変わります。６本/日の処方ですがカロリーが低くなる為、栄養状態の変化に気を付けて観察して下さい。

· 坂　貢様～本日診察時、興奮はないが妄想様の発言を一方的に話されていました。今

後気を付けて日中の様子観察を行なって下さい。

· 和田　昌様～精神状態落ち着いていることから、来週定期よりバチール（抗躁薬）を　　

減らします。病状の変化に注意し観察を行って下さい。

· 坂本　幸吉様～主治医より１０/１１～１２の外泊の許可が下りました。

＜新入院患者様検討＞

堀越　由紀子様　　　アルコール依存症・うつ状態・てんかん　　任意入院

　

家族洗濯　　担当・横浜NS

１０年前（Ｈ９年）よりてんかん発作あり、八戸市民病院精神科へ通院していた。服薬によってこの５年位は大きな発作はないとのこと。

１５歳より飲酒を始め、２０歳頃より毎日のように飲んでいたとのこと。今年８月まで飲酒生活は続けていて、日付・住所等言えないくらいの物忘れあり。９月ＭＲI検査施行。脳萎縮（－）。９月以降は断酒を続けているが手の振戦があり、物を掴んでいて落とすことがあるとのこと。心理的ストレスで震えが増強すると話している。

処方は紹介先のささクリニックからの持参薬服用。なくなり次第当院処方へと変わります。

アルコールプログラム導入予定。

ストレスを受けやすいので、やわらかい口調・態度で接してくださいとのこと。

うつ状態からくる自傷行為等はないそうです。てんかんに関しては、抗てんかん薬服用しているが個室である為、発作有無の確認もふまえ巡回を密に行って下さい。

【勉強会】

転倒予防教室　南病棟Ｇ　　ＳＧＭ　小向　由紀

歳をとると転びやすくなります
　　　なぜ転びやすくなるのか　→　歳をとると身体機能が低下する
筋力・柔軟性・持久力・協調性・平衡機能・ﾊﾞﾗﾝｽの低下　→　転びやすくなる
転ぶとどうなるのか　→　転ぶと骨折しやすい
骨折しやすい部位は？
　　　　　前方に転ぶ　→　膝・手
　　　　　後方に転ぶ　→　腰・足
　　　　　側方に転ぶ　→　大腿・肩
　　　特に腰や下肢を骨折すると　→　歩けなる期間が長くなる
　　それをきっかけに寝たきりや認知症などになってしまう場合がある
　　どのような時に転ぶのか
転びやすい場所・・居間・廊下・トイレ・浴室
転びやすい動作・・歩行時・立ち上がり時・方向転換時
転びやすい環境・・歩く所に邪魔な物がある絨毯の端、電気コード、夜トイレに行く時の暗い廊下、浴室の浴槽、洗い場
転びにくくするには
①　運動
　　　　　　　　運動を行う
↓

　　　　　身体機能の維持・向上
↓
　　　　　　　転びにくくなる
↓
　　　　　活動的な生活が送れる
↓
　　　　　　　　　運動意欲が向上
運動により骨への刺激が増えると骨も強くなり、骨折の予防にもつながる

　　※骨を強くするには？
・運動により、骨に負荷がかかる事により強くなる
・カルシウムが含まれた食品をとる
・日光にあたることにより皮膚でﾋﾞﾀﾐﾝDが合成されカルシウム吸収が活発になる

②　環境改善
・歩く所の邪魔な物は取り除く
・電気コードは床を這わせない
・絨毯の端・カーペットはまくれないように

③肥満の改善
・肥満になると転倒しやすい

転倒予防教室
＜進めるポイント＞
①マンネリ化に注意
②目的の説明～モチベーションを高く
③介助者を多くする（特に初期は）
④参加者同士のふれあいを持たせる
⑤徐々にレクレーション要素を取り入れていく

運動前後にはストレッチ
ストレッチを行うことにより、身体が柔軟になり血行が良くなり緊張がほぐれ、筋肉痛などが予防できます
自然にリラックスして息を止めないで、ゆっくりと引き伸ばすように行いましょう
健脚度測定
1．10ｍ全力歩行
2．最大1歩幅(両足)

3．踏み台昇降（40ｃｍまたは20ｃｍ）

1．10m全力歩行
直線10mの最初と最後にラインを引き全力で歩く
2人1組となり一人がタイムを測定する
※慣れるまでは測定者は一緒に歩く

2．最大1歩幅
両足そろえた所から片方の脚を最も大きく踏み出し、反対側の脚をその横にそろえます。その距離を測定します
※両足実施
　脚を踏み出す際、反対側のﾊﾞﾗﾝｽを注意して見る
3．踏み台昇降
40㎝又は20㎝の高さの台を昇り、両足揃え直立し向こう側に降ります
★健脚度は転びやすさの評価であり、この結果により運動プログラムが決まるのではない

転倒予防の為の運動
　　　　　転倒しないためには　→　バランスが大事である。

　　　バランス力を養う運動
1．座位訓練
＜姿勢＞
足の裏をしっかり床につけ、背筋を伸ばしまっすぐ前を見て座る
①　身体を左右にゆらす運動
②　前後にゆらす運動
③　①②が問題なく出来れば、椅子の上に座布団を敷く・ボールの上に座るなどﾊﾞﾗﾝｽをとりにくくし、①②の運動を行う

2．四つん這い訓練
＜姿勢＞
顔を挙げ、背をまっすぐにする
①　座位訓練と同様に行う
②　右手のみ挙げﾊﾞﾗﾝｽをとる
③　右足のみ、右手と左足を挙げﾊﾞﾗﾝｽをとる
④　右手・右足を挙げﾊﾞﾗﾝｽをとる
※無理せず行い、必ず介助者はそばで見守る
3．立位訓練
＜姿勢＞
安楽な姿勢→脚を広げて立つ
①　片足立ち
②　つま先立ち・かかと立ち（壁に向って手をついて立っても良い）
③　脚を1歩踏み出し身体を揺らしﾊﾞﾗﾝｽをとる（前後左右）
上級編
①　2人1組又はグループになり、脚を1歩踏み出しボールを投げる
②　2人1組で背中をつけて立ち、振り向いてボールを手渡す
※ボールは小さい物から大きい物に変えると難しくなる
　　　　　　　ゲーム要素を加え競争を取り入れると盛り上がる
効果的に進めるには
1．「運動は厳しい」とは言ってはいけない
　　　　 　　継続する事が重要である
2．定期的な評価が必要
　　　 　　　変化を早期に見つける
3．褒める

　　　　 　　褒めてその気にさせる












